
  

 

 

                                         

                                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

 

  

 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

＊ プールじまい         

＊ 上旬 身体計測  

＊ 下旬 避難訓練 

＜お知らせ＞ 

9月引き取り訓練です。 

詳細は後日お知らせいたします。 

令和７年 ８月 １日 

目黒区立原町保育園園長 

 

 

玄関のひまわりが咲き、子どもたちの登降園を見守っています。蝉の鳴き声も聞かれ始め夏本番です。先月

から始まった水遊び、プール活動も日に日に水しぶきも高く上がるようになり全身で楽しんでいる子どもたち

です。プールにも慣れてきた 4 歳児ですが、水に対する向き合い方は一人ひとり様々です。水慣らしの水かけ

合戦を手や足を使って掛け合ったり、肩まで浸かったりしています。その中でもちょっと遠慮気味に片足だけ

でちゃぷちゃぷ水しぶきをあげている子がいました。その子は、ワニ歩きをする友達を目で追いながらも自分

は両手の指を 2 本にして横歩きをしています。ワニ歩きをやってみたい気持ちもあるのでしょうがまだそこま

での勇気は持てず抵抗があるのでしょう。しかし、最後までじっと保育士の話を聞き、友達の姿を見る眼差し

からはいつの日かなりたい姿イメージしていることが伺えます。一人ひとりのペースを大切にし、その子がど

の段階なのか、どうしたいと思っているのか等考え、夏ならではの水遊び、プール活動を楽しんでいきたいと

思いました。熱中症等に留意しながら、それぞれの体験が心と体の成長につながるように暑い夏を乗り越えて

いきたいと思います。 

 ＊引き続き、水遊び・プールの体調チェックのご協力をお願いします。 

 夏野菜収穫しました！（２、４歳児クラス） 

「よいしょ！よいしょ！引っ張って

もとれないよ！」ずっと収穫を楽しみに

待っていたこどもたちです。保育士がハ

サミを準備している間にもう収穫しよ

うとしていました。つやつやのナスを宝

石のように手にもって喜んでいました。 

 

 

  

大きなきゅうりが育つように園庭で「かっぱ

体操」をして楽しみにしています。その成果

もあってか大きなきゅうりが出来ました。収

穫したきゅうりを調理さんに渡して塩もみ

きゅうりで食べました。 

  



 

 テラスで水遊びの準備を始めると、子どもたちは楽しみにして部屋の中から窓に顔をつけて見ています。テラ

スに出ると大急ぎで水に触りに行き水遊びを始めます。保育士が水の入っているバケツを見せ「足にかけても

良い？」と聞きうなずいた子どもの足に水をかけると興味を持った他の子も見にきます。 

「やってほしい？いいよ」と水をかけると「キャハ！」と笑って楽しんでいて、次の日

もまた次の日も「バシャ（して）」とやってくるようになりました。今ではバケツにく

んだ水を自分で体にかけたりシャワーの雨が顔やお腹にかかると気持ちよさそうに「キ

ャー」と歓声をあげています。これからも保育士と一緒に水の冷たさや心地よさを感じ、

氷や色水などにも触れながら楽しんでいきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

     

～楽しい水遊び～ 0．１．２歳児クラス ～ 

『バシャして！』 くるみ組（１歳児クラス） 

 

『 バシャバシャたのしいね 』かえで組（0歳児クラス） 

『友達と一緒が楽しい水遊び 』いちょう組（２歳児クラス） 

 

 

  

初めての水遊びの日には「なんだろう」とタライから少し離れたところから様子を見て、保育士が水に触るの

を見てから指先で触れてみる子どもたちでしたが、今では水遊びが楽しいことが分かって、テラスに出ると自分

からタライに向かって行きます。両手を水の中に入れて動かしてみたりバシャバシャと水面を叩く子どもと一緒

に遊びながら「楽しいね」と保育士が声を掛けるとキラキラした笑顔を向けてく 

れます。保育士がタライの上からバケツで水を流すと興味津々で手を伸ばしてその 

水を掴もうとしたり、手のひらに当たる水をじっと見つめながら感触を確かめてい 

ます。子どもの「たのしいな」「ふしぎだな」という気持ちに共感しながら、水をこ 

ぼしたりすくったりすることや、氷の冷たさを感じることなど色々な遊び方で一緒 

に楽しんでいきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

  

水の入ったタライに食紅を入れて赤、黄、緑の色水を作りました。すると「わあ」と目が輝きペット

ボトルに色水を入れ「ジュース」と言って保育士に渡してくれます。その様子を見た子が「ジュースく

ださい」と買いに来てお店屋さんごっこがスタートします。色水をコップに注ぎ「ばななジュースだよ」

と渡し、もらった子は「おいしい」と笑顔になりました。「りんごジュースください」「いちごジュース

ください」と次々に来て飲みたいジュースを注文していました。しばらくすると 

「お客さんしたい」と友達同士で役割を交代しています。注文が入ると「めろん 

ジュースとりんごジュースです」「もうないんですよ」と楽しいやり取りが続いて 

いました。友達と一緒に見立てたりやり取りをしながら一緒に遊ぶ楽しさを感じ 

ていけるようにしていきたいと思います。 

 

しながら一緒に遊ぶ楽しさを感じていけるようにしていきたいと思います。

 


